
SDGsプログラム実施レポート
目標 １ 「貧困をなくそう」

貧困って何？自分たちに何ができるのか？

日本の子どもたちにとって「貧困」を身近に感じる機会

は少ないかもしれません。しかし、相対的貧困とされて

いる日本の子どもの貧困率は人口の7人に１人（厚生労

働省2020年報告より）となっています。

貧困に苦しむ人子どもたちが多くいる現状を知り、今の

自分自身のの生活の中でできることを子どもたちなり

に考える機会となりました。

子どもたちの感想、自分たちにできること

・３食のご飯を当たり前に食べられない人たちがたくさんいるこ

とを知った。

・貧困のせいで戦争やホームレスの人だって増える

・家でトイレやお風呂を使うのにもお金いるなんて思わなかった

・身近なところに貧困状態な問題があることを知った

・貧困で困っている人、いろんな人がいるんだと思った

・無駄遣いをしなように気を付けないといけない

今まで子どもたちに大切にしなさいというばかりで「なんで？どうし
て？」まではきちんと子どもと話をしていなかったなあと思い至りました。
子どもたちの意見や感想を聞いて私たちも、普段当たり前だと思って
いる事が当たり前ではないということを認識しました。貧困が命に関
わることや戦争の原因になるという感想がみられて、そういう考えを
持っている子もいる事に気づくことができました。
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